
 【調査結果の概要】

 　 令和６年産大豆の10ａ当たり資本利子・地代全額算入生産費（以下「全算入
　生産費」という。）は６万5,170円で、前年産に比べ0.7％増加し、60㎏当たり 　
　全算入生産費は２万4,454円で、前年産に比べ1.6％増加した。

 　

 

 
 
＿

農業経営統計調査

（組織法人経営体）
令和６年産　大豆生産費

本調査は、2020年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、大豆を作付けし、販売する組織

法人経営体（個別経営体以外で農事組合法人及び会社組織による経営体）を対象に実施した。

令和７年８月29日公表

農機具費 9,866 9,703 

賃借料及び料金

8,665 
8,548 

農業薬剤費

6,869 
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肥料費 7,023 6,623 

労働費 10,633 11,514 

利子・地代

11,884 
11,459 

その他 9,762 9,980 

全算入生産費

64,702 65,170 
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図 大豆の全算入生産費（組織法人経営体・全国、10ａ当たり）

10ａ当たり全算入生産費は、労働時間の増加に伴う

労働費の増加により0.7％増加。

60kg当たり全算入生産費は、10ａ当たり収量の減少により1.6％増加。

- 1 -



肥 料 費

農 業 薬 剤 費

賃 借 料 及 び 料 金

農 機 具 費

物 財 費

資本利子・地代全額算入生産費

支 払 利 子 ・ 地 代 算 入 生 産 費

生 産 費 （ 副 産 物 価 額 差 引 ）

費 用 合 計

労 働 費

表  大豆生産費（組織法人経営体・全国）

増 減 率

対 前 年 産

10 ａ 当 た り ％ ％

区 分 単位 令和５年産

令 和 ６ 年 産

実 数 構 成 割 合

0.0

う ち 〃 9,866 9,703 18.0 △ 1.7

円 42,483 42,462 78.7

6.9

〃 8,665 8,548 15.8 △ 1.4

〃 6,869 7,343 13.6

8.3

〃 7,023 6,623 12.3 △ 5.7

〃 10,633 11,514 21.3

1.7

〃 53,116 53,976 100.0 1.6

〃 52,818 53,711 -

0.7

〃 62,077 62,632 - 0.9

〃 64,702 65,170 -

△ 1.2

60 ㎏ 当 た り 全 算 入 生 産 費 円 24,073 24,454 - 1.6

10 ａ 当 た り 収 量 ㎏ 161 159 -

2.0

10 ａ 当 た り 労 働 時 間 時間 6.55 6.88 - 5.0

１ 経 営 体 当 た り 作 付 面 積 ａ 1,376.9 1,404.5 -
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◎　累年データ

円 円 円 円 時間 ㎏ ａ 千ha 千ｔ

58,659 35,146 10,721 20,530 6.75 170 1,214.4 150.2 253.0

54,809 33,157 9,909 23,677 6.50 139 1,213.6 146.6 211.3

55,615 35,329 10,045 23,013 6.56 145 1,236.5 143.5 217.8

56,105 35,583 10,742 23,445 6.74 143 1,241.6 141.7 218.9

59,700 38,711 10,270 21,019 6.62 170 1,341.0 146.2 246.5

59,609 38,116 10,375 23,278 6.42 154 1,460.8 151.6 242.8

64,702 42,483 10,633 24,073 6.55 161 1,376.9 154.7 260.8

65,170 42,462 11,514 24,454 6.88 159 1,404.5 153.9 252.4

資料：農林水産省統計部「農産物生産費統計（組織法人経営体）」、参考は同「作物統計」
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【統計表】

【調査の概要】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/seisanhi_nousan/gaiyou/

【調査結果の主な利活用】

　・　各種政策の実施状況の把握や効果の検証等の資料として利用

【ホームページ掲載案内】

　・　本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「農家の所得や
　　生産コスト、農業産出額など」、品目別分類「いも・雑穀・豆」の「農産物生産費統計」で
　　御覧いただけます。

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/seisanhi_nousan/#y10

　・　本資料の詳細な数値はホームページに掲載（令和８年３月予定）します。
　・　公表した数値の正誤情報は、ホームページでお知らせします。

◎本統計調査結果について
　  農林水産省　大臣官房統計部
　  経営・構造統計課　農産物生産費統計班
　  電話：（代表）03-3502-8111　内線3631
　　　　　（直通）03-6744-2040

◎農林水産統計全般について
    農林水産省　大臣官房統計部
    統計企画管理官　統計広報推進班
　  電話：（代表）03-3502-8111　内線3589
　　　　　（直通）03-6744-2037

お問合せ先

政府統計の総合窓口

（ｅ-Sｔａｔ）

https://www.e-stat.go.jp/

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040304129&ext=xls
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